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	高齢者施設内で新型コロナウイルス感染症の�感染者・濃厚接触者・疑い患者が発生した際の�「ゾーニング」の考え方
	施設内で感染者/濃厚接触者/疑い患者が発生した場合、�速やかに各エリアを設定します�➡　「ゾーニング」といいます
	汚染区域（感染者/濃厚接触者/疑い患者のいるエリア）から、�清潔区域に出るときは、�スタッフは、必ず　個人防護具（PPE）を脱ぎます
	基本は、部屋単位でゾーニングを設定します
	応用編：	居室内に消毒薬を置けない場合、�	脱衣ゾーンを居室の外に設置します
	➡　「応用編」を実際につくってみると、このような形になります
	清潔区域でPPE着用をして入室します
	居室から脱衣ゾーンに出て、PPE脱衣を始めます
	必ず、PPEを脱衣してから、清潔区域に出ます
	感染者数が多く、１部屋以上の管理が必要となり、�スタッフの部屋ごとのPPE着脱が現実的でない場合、�感染者の対応区域を廊下も含めて設定することを検討します
	感染者が散在して発生した場合は、感染者を集めて�速やかに　感染者と濃厚接触者の部屋を分けます（コホート）
	感染者の数が増えた場合、感染者同士の接触を許容します�濃厚接触者の部屋は、潜在する感染者（検査は陰性だった人）が、�別の部屋に感染を拡大させないよう、部屋単位で管理します
	応用編：�感染者と濃厚接触者の部屋単位のコホートが難しい場合、�部屋の中で、区域を分けます（テープ、ついたて、カーテンを使用）
	清潔区域、汚染区域　どの場面でも、�５つのタイミングでの　手指衛生を徹底してください
	ご自身を守るために…

